
　
こ
の
度
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
副
議

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

職
責
の
重
大
さ
は
重
々
承
知
し
て
お
り

ま
す
が
、
力
不
足
ゆ
え
議
員
各
位
、
市
民

の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
議
長

の
補
佐
役
と
し
て
の
職
務
を
全
う
し
、
円

滑
な
議
会
運
営
の一助
に
な
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

起
債
許
可
団
体
を
脱
し
た
と
は
い
え
、

人
口
減
少
、
合
併
算
定
替
え
に
よ
る
地
方

交
付
税
の
減
少
等
の
影
響
に
よ
り
、
本
市

の
財
政
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
中
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
２
０
１
９
年
度
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
完
成
を
見
据
え
た
周
辺
整

備
、
地
場
産
業
の
更
な
る
発
展
、
企
業
誘

　
こ
の
度
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
議
員
の
皆
様
の
推
挙
に
よ
り
、
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
い
て
の
拝
命
で
、
光

栄
と
同
時
に
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
４
月
の
選
挙
で
当
選
さ
れ
ま

し
た
14
名
の
新
体
制
の
中
、
円
滑
な
議
会

運
営
と
活
力
あ
る
議
会
活
動
に
努
め
、
市

民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
、

震
度
７
が
昭
和
24
年
に
設
定
以
降
４
回
目

５
回
目
の
観
測
事
例
と
い
わ
れ
る
大
き
な

災
害
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
及
び
市
民
の

皆
様
に
、
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
い
復
興
、
復
旧
を
願
う
と
と
も

に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し

て
も
減
災
及
び
危
機
管
理
体
制
の一層
の
強

致
な
ど
多
く
の
課
題
に
対
し
適
切
に
行
財

政
運
営
を
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
も
、
執
行
者
側
と
議
会
が一丸
と

な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
も

大
き
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
４
月
の
選
挙
に
よ
り
、
新
た
に
14
名
の

議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
新
人

議
員
も
誕
生
し
ま
し
た
の
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
力
と
ベ
テ
ラ
ン
の
経
験
と
が
う
ま
く
噛
み

合
え
ば
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
大
き
な
力
に

な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
豊
か
な
自
然
と

人
が
共
存
し
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
が
絶

え
な
い
。」
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

努
力
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
、
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

化
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
訓

事
例
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

山
県
市
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

人
口
急
減
への
対
策
や
イ
ン
タ
ー
開
通
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
雇
用
の
安
定
化
・
住

宅
環
境
の
整
備
・
質
の
よ
い
保
育
と
教
育

の
推
進
・
農
林
業
及
び
観
光
資
源
の
開
発

な
ど
、
課
題
解
決
に
向
け
た
総
合
的
政
策

の
推
進
が
必
須
で
す
。
課
題
意
識
と
解
決

策
を
市
民
の
皆
様
と
共
有
し
解
決
を
目
指

し
た
歩
み
を
と
思
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
の
共
通
目
標
は
、
持
続
性
の

あ
る
市
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
で
す
。

議
員一丸
と
な
り
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　就任のごあいさつ副議長　吉田  茂広 議　長　上野  欣也

議
会
運
営
委
員
会

◎
藤
根
圓
六　
○
村
瀬
誠
三

　
石
神　
真
、
山
崎　
通

　
福
井
一
德

総
務
産
業
建
設
委
員
会

◎
山
崎　
通　
○
村
瀬　
誠
三

　
藤
根
圓
六
、
上
野
欣
也

　
福
井
一
德
、
郷　
明
夫

　
加
藤
義
信

厚
生
文
教
委
員
会

◎
石
神　
真　
○
操　
知
子

　
武
藤
孝
成
、
吉
田
茂
広

　
古
川
雅
一
、
加
藤
裕
章

　
寺
町
祥
江

岐
北
衛
生
施
設
利
用
組
合
議
員（
選
挙
）

　
郷　
明
夫

議
会
報
編
集
委
員
会

◎
吉
田
茂
広
、
〇
操　
知
子

　
村
瀬
誠
三
、
郷　
明
夫

　
加
藤
義
信

人
事

監
査
委
員
の
選
任
同
意（
議
員
選
出
）

　
武
藤
孝
成

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　
江
崎
由
里
香

高
富
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
同
意

　
郷　
明
夫
、
武
藤
好
則

　
福
井
安
男
、
宮
㟢
三
郎

問
議
会
事
務
局　
℡
22
―
６
８
４
０

平
成
28
年

第
１
回
市
議
会
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会
が
５
月
10
日
に
開
催
さ
れ
、

議
長
に
上
野
欣
也
氏
、
副
議
長
に
吉
田
茂
広
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
構
成
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　
（
◎
委
員
長　
○
副
委
員
長　
敬
称
略
）
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山
県
市
自
治
会
連
合
会
役
員
紹
介

　
５
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
市

自
治
会
連
合
会
会
議
に
お
い

て
、
各
地
区
連
合
会
長
９
人
に

よ
る
互
選
で
、
次
の
皆
さ
ん
が

役
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
に
高
富
地
区
の
田
上
隆

さ
ん
、
副
会
長
に
伊
自
良
南
地

区
の
髙
橋
信
夫
さ
ん
と
い
わ
桜

地
区
の
山
口
德
男
さ
ん
、
会
計

に
伊
自
良
北
地
区
の
佐
野
勝
明

さ
ん
、
監
事
に
富
岡
地
区
の
大

野
朝
義
さ
ん
と
桜
尾
地
区
の
平

野
良
次
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後

も
市
と
地
域
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
お
力
添
え
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
各
地
区
の
自
治
会
連
合
会
長

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬

称
略
）。

問
総
務
課　
℡
22
―
６
８
２
０

　
地　
区　
　
氏
名（
敬
称
略
）

　
高　
富　
　
田
上　
　
隆

　
富　
岡　
　
大
野　
朝
義

　
梅　
原　
　
谷
村　
勝
美

　
桜　
尾　
　
平
野　
良
次

　
大　
桑　
　
大
野　
嘉
秋

　
伊
自
良
北　
佐
野　
勝
明

　
伊
自
良
南　
髙
橋　
信
夫

　
い
わ
桜　
　
山
口　
德
男

　
美
山
小　
　
山
口　
一
美

会　長
田上　　隆

村瀬　誠三

藤根　圓六

操　知子

武藤　孝成

郷　明夫

石神　真

加藤　義信

上野　欣也

古川　雅一

吉田　茂広

加藤　裕章

山崎　通

寺町　祥江

福井　一徳

副会長
髙橋　信夫

副会長
山口　德男

●　新市議会議員紹介　●

（
敬
称
略
、
議
席
番
号
順
）
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